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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年2月16日(2012.2.16)

【公開番号】特開2011-16017(P2011-16017A)
【公開日】平成23年1月27日(2011.1.27)
【年通号数】公開・登録公報2011-004
【出願番号】特願2010-239524(P2010-239524)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２０　
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２６Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月21日(2011.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数種類の図柄を可変表示可能な可変表示装置を有し、該可変表示装置の表示結果によ
り遊技者に有利な特定遊技状態に制御可能な遊技機であって、
　前記遊技機の遊技状態を制御する手段であって、前記可変表示装置における表示を制御
するための指令情報を出力する遊技制御手段と、
　該遊技制御手段から出力された前記指令情報に従って前記可変表示装置を可変開始させ
た後図柄を導出表示する制御を行なう可変表示制御手段とを含み、
　前記遊技制御手段は、
　　前記特定遊技状態に制御するか否かを事前に決定する決定手段と、
　　前記可変表示装置における可変開始から導出表示された図柄が確定表示に至るまでに
要する可変表示期間の長さを決定する期間決定手段と、
　　前記可変表示装置を可変開始させるときに、前記期間決定手段により決定された可変
表示期間の長さを特定可能な可変表示期間情報と前記決定手段による決定結果を特定可能
な特定遊技状態情報とを前記指令情報として出力するとともに、前記期間決定手段により
決定された可変表示期間が経過したときに、導出表示された図柄を確定表示させる旨を特
定可能な確定情報を前記指令情報としてさらに出力することが可能な指令情報出力手段と
を含み、
　前記可変表示制御手段は、表示結果として導出表示する図柄を前記特定遊技状態情報に
基づいて決定し、前記可変表示期間情報により特定された可変表示期間内において図柄の
可変表示を行なって決定した図柄を導出表示させるとともに、前記確定情報に応じて、当
該図柄を確定表示させる表示制御を行ない、当該表示制御の際において前記図柄を導出表
示させる時期と前記可変表示期間情報により特定された可変表示期間において前記図柄を
確定表示させる時期との間に確定待ち期間が生じた場合に、当該確定待ち期間中に前記図
柄を所定の待機状態で可変表示させる表示制御を行なうことを特徴とする、遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更



(2) JP 2011-16017 A5 2012.2.16

【補正の内容】
【０００７】
　請求項１に記載の本発明は、複数種類の図柄を可変表示可能な可変表示装置を有し、該
可変表示装置の表示結果により遊技者に有利な特定遊技状態に制御可能な遊技機であって
、
　前記遊技機の遊技状態を制御する手段であって、前記可変表示装置における表示を制御
するための指令情報を出力する遊技制御手段と、
　該遊技制御手段から出力された前記指令情報に従って前記可変表示装置を可変開始させ
た後図柄を導出表示する制御を行なう可変表示制御手段とを含み、
　前記遊技制御手段は、
　　前記特定遊技状態に制御するか否かを事前に決定する決定手段と、
　　前記可変表示装置における可変開始から導出表示された図柄が確定表示に至るまでに
要する可変表示期間の長さを決定する期間決定手段と、
　　前記可変表示装置を可変開始させるときに、前記期間決定手段により決定された可変
表示期間の長さを特定可能な可変表示期間情報と前記決定手段による決定結果を特定可能
な特定遊技状態情報とを前記指令情報として出力するとともに、前記期間決定手段により
決定された可変表示期間が経過したときに、導出表示された図柄を確定表示させる旨を特
定可能な確定情報を前記指令情報としてさらに出力することが可能な指令情報出力手段と
を含み、
　前記可変表示制御手段は、表示結果として導出表示する図柄を前記特定遊技状態情報に
基づいて決定し、前記可変表示期間情報により特定された可変表示期間内において図柄の
可変表示を行なって決定した図柄を導出表示させるとともに、前記確定情報に応じて、当
該図柄を確定表示させる表示制御を行ない、当該表示制御の際において前記図柄を導出表
示させる時期と前記可変表示期間情報により特定された可変表示期間において前記図柄を
確定表示させる時期との間に確定待ち期間が生じた場合に、当該確定待ち期間中に前記図
柄を所定の待機状態で可変表示させる表示制御を行なうことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２２】
　[作用]
　請求項１に記載の本発明によれば、次のように作用する。遊技機の遊技状態を制御する
手段である遊技制御手段の働きにより、可変表示装置における表示を制御するための指令
情報が出力される。可変表示制御手段の働きにより、遊技制御手段から出力された指令情
報に従って可変表示装置を可変開始させた後図柄を導出表示する制御が行なわれる。遊技
制御手段に含まれる決定手段の働きにより、特定遊技状態に制御するか否かが事前に決定
される。遊技制御手段に含まれる期間決定手段の働きにより、可変表示装置における可変
開始から導出表示された図柄が確定表示に至るまでに要する可変表示期間の長さが決定さ
れる。遊技制御手段に含まれる指令情報出力手段の働きにより、可変表示装置を可変開始
させるときに、期間決定手段により決定された可変表示期間の長さを特定可能な可変表示
期間情報と決定手段による決定結果を特定可能な特定遊技状態情報とが前記指令情報とし
て出力されるとともに、前記期間決定手段により決定された可変表示期間が経過したとき
に、導出表示された図柄を確定表示させる旨を特定可能な確定情報を前記指令情報として
さらに出力することが可能である。可変表示制御手段のさらなる働きにより、表示結果と
して導出表示する図柄が特定遊技状態情報に基づいて決定され、可変表示期間情報により
特定された可変表示期間内において図柄の可変表示を行なって決定した図柄を導出表示さ
せるとともに、前記確定情報に応じて、当該図柄を確定表示させる表示制御が行なわれる
。さらに、当該表示制御の際において前記図柄を導出表示させる時期と可変表示期間情報
により特定された可変表示期間において前記図柄を確定表示させる時期との間に確定待ち
期間が生じた場合に、当該確定待ち期間中に前記図柄を所定の待機状態で可変表示させる
表示制御が行なわれる。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　請求項１に関しては、可変開始時期と図柄の確定時期との間の期間において、遊技制御
手段側で可変表示内容を細かく指示する必要がなくなるので、遊技制御手段側の可変表示
制御に関する負担を軽減することができる。また、図柄の導出時期と、可変表示期間情報
により特定された可変表示期間において図柄を確定表示させる時期との間に確定待ち時間
が生じた場合でも、その期間中に図柄が待機状態で可変表示させられるため、結果的に図
柄の確定は、可変表示期間情報により特定された可変表示期間の終了時期と同時期となる
。このため、可変開始から図柄が導出表示されるまでの実質的な期間の長さが異なる複数
種類の可変表示を選択的に行なわせる場合に、期間の長さが同一の可変表示期間情報を用
いても、図柄が導出表示されてから図柄の確定時期までに待機状態での可変表示が行なわ
れることにより、それぞれの可変表示において違和感がない表示をさせることができる。
これにより、実質的な表示期間の長さが異なる複数種類の可変表示を１種類の期間の長さ
の可変表示期間情報を用いて指令することができる。したがって、指令情報に用いる情報
の種類を従来よりも少なくすることができるので、可変表示制御のために記憶する情報量
を少なくすることができるようになる等、可変表示制御用の情報の取扱いに関し、遊技制
御手段側の負担を軽減することができる。
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４０】



(7) JP 2011-16017 A5 2012.2.16

【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】削除
【補正の内容】
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